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同

窓

会

の

皆

様

に

は
、
日
ご
ろ

よ
り
母
校
の
教
育
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
物
心
両
面
に
わ
た
る

格
段
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今

年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
が
衰
え
る
兆
し
は

見
え
ず
、
感
染
対
策
を
意
識
し

な
が
ら
の
教
育
活
動
が
続
き
ま

し
た
。
社
会
経
済
活
動
を
動
か

し
な
が
ら
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
世

の
中
が
シ
フ
ト
し
て
い
く
中
で
、

学
校
生
活
や
学
習
活
動
も
徐
々

に
活
動
の
幅
を
広
げ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
各
種
大
会
や
発
表
会
・
コ

ン
ク
ー
ル
な
ど
、
感
染
対
策
を

徹
底
し
た
う
え
で
開
催
さ
れ
、

本
校
の
生
徒
た
ち
の
活
躍
が
見

ら
れ
ま
し
た
（
詳
細
は
後
の
紙

面
で
紹
介
）。
学
校
行
事
で
は
、

十
月
初
旬
の
二
年
生
の
見
学
旅

行
を
予
定
の
行
程
で
実
施
し
た

他
、
十
一
月
十
八
日
に
は
三
年

ぶ
り
に
会
食
（
赤
飯
、
豚
汁
、

リ
ン
ゴ
）
を
取
り
入
れ
た
収
穫

祭
を
実
施
し
ま
し
た
。

さ
て
、
学
校
で
は
新
た
な
教

育
課
程
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
科
と

園
芸
ク
リ
エ
イ
ト
科
に
お
い
て

コ
ー
ス
制
を
導
入
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
度
入
学
生
よ
り
、

す
べ
て
の
学
科
で
コ
ー
ス
制
を

導
入
し
ま
し
た
。
ア
グ
リ
サ
ー

ビ
ス
科
は
「
地
域
探
究
コ
ー

ス
」・「
食
農
文
化
コ
ー
ス
」、

農
業
機
械
科
は
「
自
動
車
整
備

コ
ー
ス
」・「
生
産
技
術
コ
ー

ス
」、
園
芸
ク
リ
エ
イ
ト
科
は

「
施
設
園
芸
コ
ー
ス
」・「
果
樹

園
芸
コ
ー
ス
」、
食
品
化
学
科

は
「
食
品
開
発
コ
ー
ス
」・「
食

品
分
析
コ
ー
ス
」
と
そ
れ
ぞ
れ

の
学
科
が
二
つ
の
コ
ー
ス
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
作
物
・
家
畜

の
栽
培
・
飼
育
、
農
畜
産
物
の

加
工
・
利
用
・
流
通
、
自
動
車

や
機
械
の
整
備
・
運
転
等
に
関

す
る
専
門
性
の
基
礎
・
基
本
の

習
得
な
ら
び
に
社
会
人
と
し
て

の
職
業
観
・
勤
労
観
の
醸
成
を

図
る
と
と
も
に
、
産
業
構
造
の

変
化
や
多
様
化
す
る
生
徒
の
興

味
関
心
、
進
路
希
望
に
応
え
て

い
く
学
び
の
仕
組
み
を
整
え
ま

し
た
。
加
え
て
、
昨
今
の
技
術

革
新
や
科
学
技
術
の
進
展
と
デ

ジ
タ
ル
化
社
会
の
到
来
を
見
据

え
、昨
年
度
に
整
備
さ
れ
た「
デ

ジ
タ
ル
化
対
応
産
業
教
育
装
置

（
水
耕
栽
培
シ
ス
テ
ム
、
バ
ッ

ク
栽
培
シ
ス
テ
ム
、
溶
液
土
耕

シ
ス
テ
ム
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
型
植
物
工
場
）」
や
ド

ロ
ー
ン
等
の
利
活
用
に
よ
る

「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
の
学
習
や

電
気
自
動
車
・
水
素
自
動
車
等

の
S
D
G
s
の
実
現
を
踏
ま
え

た
学
習
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、

不
易
流
行
の
中
で
変
化
に
翻
弄

さ
れ
ず
、
し
か
し
、
変
化
に
取

り
残
さ
れ
ず
、
本
校
の
百
年
の

重
み
を
噛
み
し
め
な
が
ら
、
未

知
の
可
能
性
を
秘
め
る
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
成
長
の
た
め
に
、

そ
し
て
、
地
域
の
振
興
の
た
め

に
、
本
校
の
充
実
発
展
を
図
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
的
に
教
員
の
確
保
が
困

難
を
増
す
中
、
農
業
教
育
に
情

熱
を
抱
く
本
校
の
卒
業
生
一
名

（
大
学
四
年
生
）
が
令
和
五
年

度
公
立
学
校
教
員
採
用
選
考
に

合
格
し
、
四
月
一
日
よ
り
教
壇

に
立
ち
ま
す
。
今
後
と
も
、
母

校
の
た
め
に
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
同

窓
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
ご
健
勝
に
て
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
報
告
さ
れ
て
か
ら
三
年
目
に

入
っ
た
令
和
四
年
度
も
、
当
会

の
運
営
に
も
例
外
な
く
影
響
を

受
け
る
一
年
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
五
月
二
十
一
日
の
理
事
代
議

員
会
に
つ
い
て
は
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
顧
問
、
正
副

会
長
、
監
事
、
校
内
幹
事
の
み

で
開
催
し
、
例
年
出
席
し
て
お

り
ま
し
た
役
員
以
外
の
理
事
、

代
議
員
の
皆
様
に
は
事
前
に
資

料
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

い
う
変
則
的
な
形
で
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
行

事
等
も
卒
業
式
、
入
学
式
は
学

校
関
係
者
と
保
護
者
の
一
部
の

み
と
な
り
、
ま
た
、
従
来
一
般

公
開
さ
れ
て
い
た
文
化
祭
も
こ

こ
三
年
間
は
生
徒
の
み
で
の
開

催
と
同
窓
生
に
見
て
い
た
だ
く

機
会
が
な
く
な
り
残
念
な
結
果

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
す
が
、
在
校
生
の

農
業
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
、
運
動

部
、
文
化
部
の
県
大
会
や
全
国

大
会
で
の
活
躍
ぶ
り
を
新
聞
報

道
な
ど
で
知
る
こ
と
も
多
く
あ

り
大
変
心
強
く
ま
た
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

　
同
窓
会
活
動
に
か
か
る
課
題

に
つ
い
て
整
理
し
て
み
ま
す

と
、
一
番
は
会
の
活
動
の
活
性

化
で
す
。
具
体
的
に
は
会
を
構

成
す
る
支
会
の
活
動
の
活
性
化

が
重
要
で
す
。
支
会
役
員
の
皆

様
か
ら
は
活
動
を
す
る
上
で
の

支
会
内
の
会
員
名
簿
（
会
員
情

報
）
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、
近
年
は
、
個
人
情

報
保
護
法
等
の
関
係
か
ら
会
員

名
簿
を
整
理
、
管
理
し
て
い
く

こ
と
が
大
変
困
難
な
状
況
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
事
務
局
と

し
て
は
卒
業
時
点
で
の
新
会
員

情
報
は
把
握
で
き
る
も
の
の
、

そ
の
後
の
会
員
の
住
所
・
氏
名

等
の
移
動
情
報
の
管
理
は
大
変

難
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
地

域
内
の
他
高
校
の
同
窓
会
の
管

理
方
法
等
の
情
報
交
換
も
行
い

整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
会
員
の
み
な
さ
ま
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
ま
た
、
生
徒
会
の
部
活
、
合

宿
や
同
窓
会
の
会
議
な
ど
に
長

年
活
用
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、

施
設
の
経
年
劣
化
が
進
ん
で
い

る
稲
丘
会
館（
同
窓
会
館
）や
、

阿
智
村
に
あ
り
ま
す
同
窓
会
林

の
維
持
管
理
、
他
に
も
長
期
的

に
は
、
近
年
の
農
業
環
境
の
大

き
な
変
化
に
伴
い
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
学
校
の
教
育
課

程
の
変
更
、
少
子
化
に
よ
る
生

徒
数
の
減
少
に
伴
う
同
窓
会
員

の
減
少
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　
長
期
間
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
当
然
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
き
た
行
事
や
活

動
が
制
限
さ
れ
、
伝
統
が
維
持

さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

大
変
残
念
な
こ
と
で
あ
り
守
る

べ
き
も
の
は
大
切
に
守
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
が
会
に
対
し

て
何
を
求
め
て
い
る
の
か
、
ま

た
会
の
在
り
方
は
今
後
ど
う
あ

る
べ
き
か
。
守
る
べ
き
も
の
は

守
り
変
革
も
し
て
い
く
、「
不

易
流
行
」。
一
万
九
千
人
余
の

卒
業
生
を
有
す
る
母
校
百
年
の

伝
統
を
守
り
、
新
し
い
風
を
入

れ
な
が
ら
、
リ
ニ
ア
新
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
、
身
近
な
同
窓
会

を
模
索
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

会
員
の
皆
様
の
引
き
続
き
の
ご

支
援
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

不
易
流
行
　同
窓
会
長
　
森
山
　
和
幸
（
高
18
回
卒
）

令
和
の
時
代
の
下
農
教
育
に
思
い
を
寄
せ
て

学
校
長
　
田
畑
　
邦
仁
（
高
34
回
卒
）
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第
十
六
回
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
大
会
が
、
六
月
二
十
五
日

豊
丘
村
ア
カ
シ
ア
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
を
会
場
に
、
四
十
一

人
の
参
加
を
い
た
だ
き
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
計
画
当
初
か
ら
コ

ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
、
ま
た
、
梅
雨
時
の
天
候

不
順
を
気
に
し
な
が
ら
当
日
を

迎
え
ま
し
た
。
朝
か
ら
青
空
が

広
が
り
絶
好
の
競
技
日
和
と
な

り
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、
同

窓
会
森
山
会
長
の
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
、
昨
年
優
勝
者
よ
り
ト

ロ
フ
ィ
ー
の
返
還
、
競
技
説
明

と
熱
中
症
予
防
の
水
分
補
給
な

ど
を
お
願
い
し
、
感
染
予
防
に

マ
ス
ク
着
用
で
の
コ
ー
ス
周
り

と
な
り
ま
し
た
。
蒸
し
暑
い
中

で
し
た
が
、
木
陰
か
ら
の
風
も

心
地
よ
く
心
身
と
も
に
癒
さ
れ

た
楽
し
い
二
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
閉
会
式
の
成
績
発
表
で

は
、
昨
年
優
勝
の
原
信
子
（
高

二
十
三
回
）
さ
ん
が
優
勝
し
ト

ロ
フ
ィ
ー
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
成
績
に
よ
り
景
品
、
参
加

者
全
員
に
参
加
賞
が
渡
さ
れ
ま

し
た
が
、
在
校
生
の
ア
イ
デ
ア

あ
ふ
れ
る
加
工
食
品
を
い
た
だ

き
感
激
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
も
あ
り
親
睦
会
が
で
き
ず
お

弁
当
持
ち
帰
り
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
状
況
下
で
開
催
で
き

た
こ
と
を
感
謝
し
、
コ
ロ
ナ
終

息
を
願
い
散
会
し
ま
し
た
。

今
後
の
事
業
は
、
二
月

二
十
六
日
（
日
）
総
会
・
行
事

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
会
員
の

皆
さ
ん
に
ご
意
見
を
い
た
だ
き

有
意
義
な
会
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

活
動
の
復
帰
を
願
っ
て

神
稲
支
会
長
　
宮
下
　
　
登
（
高
18
回
卒
）

第
三
十
回 

同
窓
会
親
善
ゴ
ル
フ
大
会
　

実
行
委
員
長
　
篠
田
　
　
篤
　（
高
25
回
卒
）

稲
穂
会
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

稲
穂
会
会
長
　
座
光
寺
　
真
理
　（
高
22
回
卒
）

第
三
十
回
大
会
を
昨
年
九
月

二
十
九
日
に
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り

ま
す
が
実
施
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
参
加
者
の
皆
様
の
お
か
げ
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
大
会
を
行
う
事
と
な
っ

た
経
過
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

平
成
元
年
に
現
在
の
前
身
で

あ
る
、
下
農
O
B
コ
ン
ペ
と
し

て
開
催
さ
れ
平
成
三
年
ま
で
毎
回

四
十
名
余
り
の
参
加
者
で
開
催
し

て
お
り
ま
し
た
。
平
成
四
年
第
一

回
大
会
実
行
委
員
長
（
幹
事
長
）

竹
下
肇
氏
、（
高
八
回
卒
）
事
務

局
長
林
二
郎
氏
（
高
十
三
回
卒
）

の
下
、
六
十
名
余
り
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

そ

の

後
、

平

成

五

年

よ

り
百
七
十
四
名
、
平
成
六
年

二
百
二
十
六
名
の
参
加
を
頂
き
、

そ
の
後
も
二
百
名
を
超
え
る
大
会

に
成
長
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
一
重

に
大
会
に
尽
力
頂
い
た
役
員
の
皆

様
と
五
十
名
余
り
の
支
会
幹
事
の

皆
様
と
大
会
の
趣
旨
を
ご
理
解
の

も
と
下
農
同
窓
会
親
善
ゴ
ル
フ
大

会
と
し
て
協
力
頂
い
た
学
校
に
も

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
大
会
長
が

同
窓
会
長
に
な
っ
て
頂
き
参
加
者

全
員
か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
を
頂

き
、
在
校
生
に
役
立
て
頂
け
る
よ

う
校
長
先
生
へ
寄
贈
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
三
十
年
続
い
て

き
た
大
会
を
若
い
人
た
ち
に
も
参

加
し
て
頂
き
今
後
十
年
二
十
年
と

続
け
ら
れ
ま
す
よ
う
皆
さ
ん
に
声

掛
け
し
、
誘
い
合
わ
せ
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
コ
ロ
ナ
禍
の
開
催
と

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
感
染
防
止

を
し
な
が
ら
大
会
に
ご
理
解
頂

き
、
長
く
大
会
を
続
け
ら
れ
ま
す

よ
う
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
四
年
度
の 

支
会
総
会
開
催
状
況

　
昭
和
三
十

年
に
神
稲
村

と
河
野
村
が

合
併
し
て
豊
丘
村
と
な
り
ま
し

た
が
、
母
校
の
下
伊
那
農
業
高

校
の
同
窓
会
は
、
旧
村
単
位
の

ま
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
お

り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
神
稲
支
会
の
地
域

は
現
在
、
東
京
か
ら
名
古
屋
へ

と
通
ず
る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
通
過
す
る
村
に
当
た
り
、
ト

ン
ネ
ル
の
掘
削
工
事
や
残
土
処

理
ま
た
、
二
か
所
に
設
置
さ
れ

る
大
規
模
の
変
電
所
の
た
め

に
、
優
良
農
地
を
つ
ぶ
し
て
造

成
や
百
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
高

さ
の
鉄
塔
の
乱
立
で
大
き
く
様

変
わ
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
同

窓
生
の
多
く
の
皆
さ
ん
は
、
農

業
を
中
心
に
と
今
も
頑
張
っ
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ
ニ
ア

開
通
後
の
農
業
経
営
に
い
か
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
が
、
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
神
稲
支
会
の
活
動

優
　
勝
　
　
原
　
　
　
信
子
　
様
（
高
二
十
三
回
卒
）

準
優
勝
　
　
小
林
　
ヒ
ロ
子
　
様
（
高
十
五
回
卒
）

三
　
位
　
　
宮
沢
　
富
士
子
　
様
（
高
二
十
回
卒
）

四
　
位
　
　
勝
野
　
　
芳
美
　
様
（
高
十
四
回
卒
）

五
　
位
　
　
井
坪
　
　
君
子
　
様
（
高
二
十
五
回
卒
）

優
　
勝
　
　
瀬
川
　
　
和
博
　
様
（
高
三
十
九
回
卒
）

二
　
位
　
　
佐
々
木
　
雄
亮
　
様
（
高
七
十
一
回
卒
）

三
　
位
　
　
福
澤
　
　
省
三
　
様
（
高
二
十
一
回
卒
）

四
　
位
　
　
竹
村
　
　
清
海
　
様
（
高
二
十
五
回
卒
）

五
　
位
　
　
池
野
　
　
克
浩
　
様
（
高
三
十
六
回
卒
）

大会成績

大会成績

　
今
年
度
、
三
支
会
で
支
会
総

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
実
施
し

た
支
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
報

告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
川
路
支
会
　
三
月
二
十
六
日

　
神
稲
支
会
　
七
月
　
十
六
日

　
上
郷
支
会
　
七
月
　
十
八
日

　
一
昨
年
、
支
会
総
会
が
開
催

さ
れ
ず
、
昨
年
度
・
今
年
度
と
少

し
づ
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
支
会

総
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。た
だ
、役
員
の
改
選

の
み
で
の
集
ま
り
な
ど
、
本
来
の

支
会
の
取
り
組
み
に
は
ま
だ
戻
っ

て
な
い
よ
う
で
す
。

　
特
に
、関
東
稲
丘
会（
東
京
支

会
）
よ
り
、『
関
東
支
会
の
名
簿

収
集
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
』
と
の
ご
連
絡
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
　

　
以
前
は
、
本
会
よ
り
東
京
支

会
に
お
伺
い
し
て
交
流
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。現
在
、コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
こ
と
で
交
流
が
で
き
な

い
状
態
で
す
。東
京
支
会
は
、会

員
の
移
動
が
多
い
た
め
住
所
不

明
者
が
多
く
い
ま
す
。
会
員
も

高
齢
化
し
て
き
て
、
こ
の
ま
ま

で
は
東
京
支
会
が
消
滅
し
て
し

ま
う
危
惧
が
あ
り
ま
す
。

　
お
知
り
合
い
で
東
京
に
在
住

の
方
が
い
れ
ば
情
報
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
の
連
絡
先（
メ
ー
ル
）を
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
を
お
願
い
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
終
息
に
よ
り
、
支

会
総
会
が
開
催
で
き
会
員
相
互

の
親
睦
が
深
め
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。



（3）　第８７号 令和５年２月９日稲　　　丘　　　時　　　報

状
況
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
事
業
も

計
画
通
り
進
ま
ず
に
苦
慮
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
現
在
支
会
の
会
員
数
は
約

二
百
五
十
名
い
ま
す
。
卒
業
生

が
村
外
に
出
る
傾
向
が
続
き
減

少
し
て
き
て
い
る
現
状
は
、
ど

の
支
会
で
も
共
通
の
悩
み
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
昨
年
度
実
施
し
た
事
業
報
告

で
す
が
、
十
五
支
部
あ
る
支
部

長
の
役
員
会
を
六
月
に
開
催
し

て
前
年
度
の
事
業
内
容
や
、
会

計
報
告
を
す
る
と
共
に
新
年
度

の
事
業
等
決
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
同
月
に
本
部
の
稲
穂
会
女

性
部
が
開
催
し
た
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
大
会
に
豊
丘
村
が
会
場
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
四
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
七
月
は
恒
例
行

事
と
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
同

窓
会
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

は
、
残
念
な
が
ら
雨
天
の
た
め

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
定
期

総
会
に
は
多
数
の
会
員
の
皆
さ

ん
が
参
加
と
、
本
校
よ
り
地
区

担
当
の
佐
々
木
先
生
も
出
席
さ

れ
て
、
母
校
の
状
況
報
告
を
お

聞
き
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
こ
こ

に
も
あ
り
三
年
続
き
で
懇
親
会

も
で
き
ず
残
念
で
し
た
。（
写

真
は
数
年
前
の
も
の
で
す
が
懇

親
会
で
い
つ
も
必
ず
歌
う
旧
校

歌
を
た
の
し
く
合
唱
す
る
会
員

の
様
子
で
す
。
今
年
は
是
非
こ

の
光
景
に
戻
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。）
九
月
に
は

母
校
主
催
の
第
三
十
回
を
迎
え

た
親
善
ゴ
ル
フ
大
会
に
十
五
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
十
一
月
に

豊
丘
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
の
花
火

大
会
に
、
神
稲
支
会
と
し
て
協

賛
金
を
出
し
て
村
内
へ
存
在
感

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
以
上
で
神
稲
支
会
の

活
動
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ

が
終
息
し
て
本
来
の
活
動
が
復

帰
で
き
ま
す
よ
う
に
と
願
う
と

こ
ろ
で
す
。

令和３年度　決　算　書
長野県下伊那農業高等学校同窓会

令和４年５月21日　提　案
令和４年５月21日　承　認

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　歳入総額	 ２, ６４１, ４７８円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　歳出総額	 １, ４３２, ８６７円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　差引残額	 １, ２０８, ６１１円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１歳入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：円）

科　　　　　目
予　　算　　額

収入済額 比較増減 備　　　　考
当初予算額 流用 計

入 会 金 1,296,000 1,296,000 1,176,000 -120,000 8,000×147名
雑 収 入 0 0 12 12 利息、長尺プリンター使用料、差戻し金
繰 越 金 717,914 717,914 1,175,466 457,552
永 年 会 費 312,000 312,000 290,000 -22,000 2,000円×145名
そ の 他 0 0 0 0

合　　　計 2,325,914 2,325,914 2,641,478 315,564

２歳出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：円）

科　　　　　目
予　　算　　額

支出済額 比較増減 備　　　　考
当初予算額 流用 計

１，事務費 420,000 0 420,000 74,753 345,247
　１） 旅費 120,000 120,000 12,660 107,340 支会総会等の旅費
　２） 事務費 50,000 50,000 13,750 36,250 プリンターインク・ロール紙他事務費
　３） 通信費 40,000 40,000 47,028 -7,028 郵送料・電話代
　４） 消耗品費 50,000 50,000 1,315 48,685 印刷用紙他
　５） 負担金 10,000 10,000 0 10,000 地区同窓会負担金
　６） 交際費 150,000 150,000 0 150,000 各種会議参加費等
２，会議費 240,000 0 240,000 442,972 -202,972
　１） 役員会費 60,000 60,000 63,000 -3,000 監査会等
　２） 代議員会費 130,000 130,000 195,418 -65,418 代議員会
　３） 幹事会費 50,000 50,000 184,554 -134,554 校内幹事会会議費
３，事業費 1,460,000 7,500 1,467,500 784,592 682,908
　１） 稲穂会費 100,000 100,000 115,852 -15,852 活動費・総会費
　２） 事業推進費 250,000 250,000 31,220 218,780 支会総会の参加
　３） 稲丘時報発行費 500,000 0 500,000 250,800 249,200 稲丘時報発行費
　４） 同窓会林管理費 10,000 7,500 17,500 20,000 -2,500 同窓会林間伐等管理
　５） 新正会員歓迎費 150,000 150,000 150,000 0 校歌等CD購入用積立て
　６） 稲丘会事業寄付金 200,000 200,000 200,000 0（財）稲丘会
　７） 親善大会費 100,000 100,000 16,720 83,280 親善ゴルフ
　８） 100周年費 150,000 0 150,000 0 150,000 100周年事業(稲丘時報）
４，雑支出 170,000 15,000 185,000 83,930 101,070
　１） 慶弔費 70,000 0 70,000 27,930 42,070 祝儀・香典・弔電
　２） 転退職職員記念品費 60,000 15,000 75,000 48,000 27,000 餞別
　３） 雑費 40,000 0 40,000 8,000 32,000 1-2)長尺インク他、2-1)役員会
５，予備費 35,914 △22,500 13,414 46,620 -33,206 1-2事務　通信費
　１） 予備費 35,914 △22,500 13,414 46,620 -33,206

合　　　計 2,325,914 0 2,325,914 1,432,867 893,047

会 

務 

報 

告

同
窓
会
幹
事
長
　
松
澤
　
公
夫
（
高
36
回
卒
）

　
会
員
の
皆

様

方

に

は

益
々
ご
健
勝

で
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
度
よ
り
、
校
内
幹
事
長

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
三
十
六
回
卒
業
の
松
澤
と
申

し
ま
す
。
日
頃
よ
り
、
会
員
の

皆
様
方
に
同
窓
活
動
に
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま

す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
五
月
二
十
一
日
に
令
和
四
年

度
同
窓
会
理
事
・
代
議
員
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
会
の
冒

頭
、
昨
年
の
一
月
二
十
日
に
お

亡
く
な
り
に
な
っ
た
顧
問
の
吉

澤
政
弘
様
を
悼
み
、
出
席
者
で

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。
長
年

に
わ
た
り
同
窓
会
の
発
展
に
お

力
添
え
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
い
た
し
ま
し
た
。

　
理
事
・
代
議
員
会
で
は
、
令

和
三
年
度
事
業
・
決
算
報
告
、

令
和
四
年
度
事
業
計
画
・
予
算

案
が
承
認
さ
れ
、
正
式
に
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
元
下
伊
那
農

業
高
等
学
校
長
の
遠
山
善
治
先

生
を
中
心
に
編
纂
委
員
の
皆
様

方
の
ご
尽
力
に
よ
り
「
創
立
百

周
年
記
念
誌
」
が
南
信
州
新
聞

社
様
の
ご
支
援
に
よ
り
発
刊
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
遠
山

先
生
に
は
、
多
方
面
に
足
を
運

び
貴
重
な
資
料
を
収
集
す
る
と

と
も
に
、
学
校
の
百
周
年
記
念

講
演
で
学
校
の
歩
み
を
生
徒
に

伝
え
て
い
た
だ
く
な
ど
百
周
年



令
和
四
年 

　
春
秋
の
叙
勲 

受
章

令
和
四
年 

　
春
秋
の
叙
勲 

受
章
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イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

山
岳
班
（
女
子
）　
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
科
三
年
　
平
田
　
紗
花

運
動
部（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
て
）

運
動
班
の
活
躍

運
動
班
の
活
躍

　
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
ド

キ
ド
キ
し
な
が
ら
入
っ
た
会
場

は
、
想
像
し
て
い
た
以
上
に
大

勢
の
人
の
気
迫
で
満
ち
て
お
り

改
め
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
い
う

大
き
な
舞
台
に
上
が
っ
た
ん
だ

な
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
緊
張
の
中
、
開
会
式
が
終
わ

り
、
筆
記
の
課
題
テ
ス
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
山
岳
班
に
所
属

し
た
当
初
は
班
活
動
で
勉
強
す

る
な
ん
て
考
え
も
し
な
か
っ
た

の
で
、
テ
ス
ト
が
あ
る
と
知
っ

た
時
は
驚
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
気
象
や
救
急
法
な

ど
勉
強
す
る
内
容
は
山
行
き
で

と
て
も
大
切
な
知
識
で
、
尚
且

つ
普
段
の
生
活
で
も
役
立
つ
こ

と
ば
か
り
で
し
た
。
課
題
テ
ス

ト
対
策
で
勉
強
し
ま
し
た
が
、

学
べ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
一
番
印
象
深
い

山
行
き
が
大
会
三
日
目
に
竜
王

山
コ
ー
ス
で
す
。
こ
の
コ
ー
ス

は
長
時
間
の
チ
ー
ム
行
動
で
タ

イ
ム
も
気
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
一
番
不
安
で
し

た
。
自
分
た
ち
の
チ
ー
ム
は
体

力
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
や
は
り
全
国
大
会
は
レ
ベ

ル
が
違
い
、
ど
ん
ど
ん
他
の

チ
ー
ム
に
追
い
抜
か
れ
て
い
き

ま
し
た
。
気
持
ち
も
焦
り
体
力

は
い
つ
も
以
上
に
減
っ
て
い

き
、
内
心
制
限
タ
イ
ム
以
内
に

歩
く
の
は
厳
し
い
か
な
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
で
す
が
こ
の
時

に
心
強
い
の
は
同
じ
チ
ー
ム
の

仲
間
で
、
お
互
い
に
励
ま
し
合

い
、
何
と
か
制
限
タ
イ
ム
内
で

歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
は
、
ま
ち
が

令和４年度 
会員の異動

同
窓
会
員

令
和
四
年
三
月
卒
業
に
よ
り

　
正
会
員
に
な
っ
た
人	

一
四
五
名

令
和
四
年
四
月
入
学
に
よ
り

　
準
会
員
に
な
っ
た
人	

一
五
二
名

正
会
員
数	

一
九
、三
二
一
名

　
旧
制	

二
、四
八
九
名

　
高
校	

一
六
、八
三
二
名

　
内
　
男
子	

一
一
、二
九
六
名

　
　
　
女
子	

五
、五
三
六
名

記
念
誌
編
纂
に
大
変
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
総
会
終
了

後
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
讃
え

森
山
同
窓
会
長
よ
り
感
謝
状
を

贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　
現
在
も
記
念
誌
の
購
入
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。
充
実
し

た
誌
面
で
百
周
年
の
歴
史
を
振

り
返
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
お
買
い
求
め
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

　
今
年
度
、
親
善
ゴ
ル
フ
大
会

が
一
年
ぶ
り
に
高
森
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
、
多

く
の
会
員
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
皆
様
方
か
ら

学
校
へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
稲

穂
会
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

も
滞
り
な
く
行
わ
れ
会
員
の
親

睦
が
少
し
づ
つ
戻
っ
て
き
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　
半
面
、
支
会
総
会
の
開
催
が

以
前
に
比
べ
少
な
く
な
っ
た
の

は
寂
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で

す
と
、
支
会
の
存
続
が
危
ぶ
ま

れ
ま
す
。
特
に
、
支
会
総
会
開

催
状
況
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、

東
京
支
会
で
の
会
員
の
確
認
で

ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
現
状
で

す
。
そ
こ
で
、
稲
丘
時
報
や
電

話
等
で
会
員
の
移
動
に
関
す
る

情
報
提
供
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
個
人
情
報
に
は
配
慮
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
と
言
わ
れ
る

中
、
理
事
・
代
議
員
会
、
支
会

総
会
も
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
だ
、
油
断
で
き

な
い
面
も
あ
り
ま
す
の
で
、
会

員
の
皆
様
方
に
は
健
康
に
気
を

付
け
て
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
母
校
の
発
展
の
た

め
に
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
賜
り
た
く
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
私
は
令
和

四
年
春
の
叙

勲
に
際
し
図

ら
ず
も
旭
日
双
光
章
を
受
章
す

る
栄
に
属
し
身
に
余
る
光
栄
に

大
変
感
謝
と
感
激
し
て
お
り
ま

す
。
現
在
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
皇

居
で
の
拝
謁
い
た
だ
く
と
こ

ろ
、
そ
れ
が
叶
わ
ず
残
念
で
し

た
が
、
後
日
長
野
県
知
事
よ
り

勲
記
勲
章
の
伝
達
を
い
た
だ
き

感
謝
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
度
の
受
章
は
地
方
自

治
で
平
谷
村
長
を
長
年
務
め
た

結
果
を
認
め
て
い
た
だ
い
た
こ

と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
山
村
農
家
に
生
ま
れ
、

後
継
者
と
し
て
下
伊
那
農
業
高

校
に
進
学
し
ま
し
た
。
昭
和

三
十
六
年
三
月
の
高
校
卒
業
と

同
時
に
、
平
谷
村
の
生
活
が
始

ま
り
ま
し
た
。
高
度
経
済
成
長

の
前
で
就
業
の
場
も
少
な
く
、

村
の
農
業
団
体
で
働
き
な
が
ら

農
林
業
を
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
経
済
の
上
昇
に
伴
い
村
内

に
ゴ
ル
フ
場
が
建
設
さ
れ
、
同

時
に
ゴ
ル
フ
場
に
転
職
し
定
年

ま
で
働
き
ま
し
た
。
平
谷
村
村

議
を
経
て
平
成
十
七
年
か
ら
四

期
十
六
年
村
民
よ
り
強
い
要

請
、
応
援
を
得
て
村
長
職
に
就

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
議

員
、
村
職
員
、
住
民
に
支
え
ら

れ
業
務
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
就
任
前
に
は
七
割
の
村
民

が
合
併
を
望
ん
だ
が
相
手
が
見

つ
か
ら
ず
、
村
は
自
立
の
道
を

進
み
な
が
ら
「
小
さ
い
村
な
り

に
自
治
を
持
ち
、
住
民
の
声
を

聴
く
自
治
に
専
念
し
よ
う
」
と

考
え
村
政
の
運
営
に
当
た
っ
て

き
ま
し
た
。
財
政
の
健
全
化
、

教
育
環
境
の
充
実
化
に
注
力
、

借
金
の
割
合
低
減
化
、
公
共
事

業
の
見
直
し
を
重
ね
、
比
率
の

改
善
が
進
む
中
、
県
下
最
上
の

人
口
減
を
遅
ら
せ
る
よ
う
子
育

て
世
帯
が
安
心
で
き
る
よ
う
に

と
平
谷
中
学
校
を
隣
の
阿
智
村

中
学
校
と
統
合
し
て
も
ら
い
高

校
生
ま
で
の
通
学
費
、
医
療

費
、
給
食
費
な
ど
の
補
助
金
を

充
実
拡
充
等
の
環
境
を
作
り
ま

し
た
。
地
域
の
発
展
を
目
指

し
、
リ
ニ
ア
の
開
通
等
を
生
か

し
若
者
が
希
望
の
持
て
る
地
域

づ
く
り
の
た
め
微
力
で
す
が
任

を
行
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

叙
勲
に
感
謝

小
池
　
正
充
　（
髙
13
回
卒
）
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山
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
！

山
岳
班
（
女
子
）　
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
科
三
年
　
清
信
　
ひ
な
た

運
動
部（
北
信
越
大
会
に
出
場
し
て
）

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
終
え
て

ボ
ク
シ
ン
グ
部　
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
科
三
年
　
原
　
　
真
陽

北
信
越
で
得
た
も
の

剣
道
（
女
子
）　
園
芸
ク
リ
エ
イ
ト
科
二
年　

朝
山
　
愛
夢

陸
上
（
女
子
百
m
走
）
北
信
越
大
会
に
出
場
し
て

陸
上　
園
芸
ク
リ
エ
イ
ト
科
二
年
　
三
嶋
　
渚
沙

　
二
〇
二
二
年
の
八
月
上
旬
に

七
泊
八
日
の
日
程
で
香
川
県
で

行
わ
れ
た
山
岳
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
日

一
日
が
非
日
常
で
心
に
刻
み
込

ま
れ
て
い
る
出
来
事
が
沢
山
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
心
に

残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
チ
ー
ム
の
絆
が
よ
り
深
ま
っ

た
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
山
岳
班
の
女
子
は

た
っ
た
の
四
人
で
、
普
段
の

山
登
り
か
ら
宿
泊
登
山
、
そ

し
て
県
大
会
と
お
互
い
に
絆
を

深
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
は
四
人
に
と
っ
て

人
生
初
め
て
の
出
来
事
で
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け
て
班
活
動

の
メ
ニ
ュ
ー
や
時
間
も
増
や
し

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
登
る
山

の
地
図
や
資
料
を
読
み
こ
み
、

理
解
を
深
め
て
い
っ
た
り
、
筆

記
の
課
題
テ
ス
ト
で
高
得
点
を

取
る
た
め
に
問
題
を
繰
り
返
し

解
い
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、

テ
ン
ト
張
り
の
練
習
も
時
間
を

計
っ
て
速
度
や
正
確
さ
を
究
め

て
い
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
上
位
を
目
指
す
た

め
に
は
下
見
登
山
は
必
須
で

す
。
そ
こ
で
大
会
の
前
に
も
一

私
は
今
回
、
県
総
合
大
会

個
人
戦
ベ
ス
ト
八
と
な
り
長
野

県
の
代
表
と
し
て
北
信
越
に
出

度
香
川
へ
行
き
、
土
日
の
二
日

間
で
山
を
三
つ
登
る
な
ど
ハ
ー

ド
な
日
程
も
組
み
ま
し
た
。
こ

う
し
た
準
備
を
重
ね
て
い
く
中

で
、
後
輩
と
の
距
離
も
今
ま
で

よ
り
も
さ
ら
に
近
く
な
り
、
三

年
間
一
緒
に
頑
張
っ
た
仲
間
と

も
苦
楽
を
乗
り
越
え
、
よ
り
一

層
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
迎
え
た
本
番
で
は
チ
ー
ム
の

中
で
一
番
体
力
の
な
い
私
の
荷

物
の
一
部
を
み
ん
な
が
分
け
て

持
っ
て
、
負
担
を
減
ら
し
て
く

れ
た
り
、
疲
れ
て
い
る
仲
間
が

い
た
ら
声
を
掛
け
合
っ
て
励
ま

し
あ
っ
た
り
で
き
ま
し
た
。
改

め
て
こ
の
四
人
で
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
行
け
て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。

　
私
は
小
学
校
に
入
る
前
か
ら

ボ
ク
シ
ン
グ
を
や
っ
て
い
ま
し

た
。
一
度
辞
め
ま
し
た
が
、
高

校
生
に
な
り
、
再
び
ボ
ク
シ
ン

グ
を
始
め
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
目

指
す
様
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年

度
、
県
代
表
と
北
信
越
と
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
ま
し
た

が
、
実
戦
経
験
が
少
な
く
と
て

も
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

そ
の
思
い
を
胸
に
一
年
間
し
っ

か
り
と
練
習
を
行
い
今
年
度
も

県
代
表
と
し
て
北
信
越
・
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
長
野
県
代
表
の
主

将
と
し
て
、
初
参
加
の
み
ん
な

に
声
を
か
け
な
が
ら
、
全
員
が

悔
い
の
残
ら
な
い
試
合
に
な
る

よ
う
心
掛
け
ま
し
た
。
ま
た
体

重
も
ギ
リ
ギ
リ
の
ラ
イ
ン
に
な

る
よ
う
、
厳
し
い
食
事
制
限
も

し
ま
し
た
。
北
信
越
大
会
で
は

初
の
ダ
ウ
ン
も
取
れ
成
長
を
感

じ
、
自
信
を
持
っ
て
全
国
大
会

へ
向
か
い
ま
し
た
。
そ
し
て
迎

え
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
。
た
く
さ

ん
の
人
に
応
援
さ
れ
な
が
ら
、

大
会
の
会
場
に
行
き
ま
し
た
。

昨
年
は
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
は
最
後
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
高
知
に
つ
い
て
か

ら
は
緊
張
し
す
ぎ
て
、
練
習
時

か
ら
あ
ま
り
良
い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

試
合
前
は
緊
張
で
言
葉
も
発
せ

な
い
ほ
ど
で
し
た
。
試
合
も
人

生
で
一
番
緊
張
し
、
自
分
の
力

を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

手
を
出
す
こ
と
が
全
然
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
試
合
は
負
け
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
高
校
人
生

で
二
度
も
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出

場
し
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
楽

し
さ
も
悔
し
さ
も
今
後
の
人
生

に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

私
は
県
新
人
戦
に
出
場

し
、
女
子
百
m
走
で
四
位
に
入

賞
し
て
北
信
越
大
会
へ
出
場
権

を
獲
得
し
ま
し
た
。
中
学
生
か

ら
通
し
て
一
回
も
出
場
し
た
こ

と
は
な
く
初
め
て
で
、
う
れ
し

さ
の
一
方
、
不
安
も
あ
り
ま
し

た
。大

会
は
富
山
県
の
総
合
競

技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
地

に
つ
い
て
会
場
の
大
き
さ
に

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
周
り
を

見
て
み
る
と
テ
レ
ビ
で
名
前

を
聞
い
た
り
す
る
よ
う
な
強
豪

校
の
ジ
ャ
ー
ジ
を
着
て
い
る
人

が
い
て
よ
り
一
層
緊
張
感
が
高

ま
り
ま
し
た
。
ア
ッ
プ
は
、
招

集
時
間
の
一
時
間
前
位
か
ら
始

め
、
寒
か
っ
た
の
で
念
入
り
に

行
い
ま
し
た
。
ア
ッ
プ
が
お

わ
っ
て
招
集
場
所
に
集
合
し
、

レ
ー
ス
が
始
ま
る
ま
で
の
時
間

い
な
く
い
ま
ま
で
の
人
生
で
一

番
大
き
な
出
来
事
で
す
。
順
位

と
し
て
は
い
い
結
果
は
残
せ
ま

せ
ん
で
し
た
が
悔
い
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
チ
ー
ム
で
歩
き
抜

く
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。
お
互
い
声
を
掛
け
合
っ
て

励
ま
し
あ
っ
た
り
で
き
ま
し

た
。
改
め
て
こ
の
四
人
で
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
行
け
て
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。

場
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
大
会
が
終
わ
り
、
北
信
越
ま

で
の
練
習
時
間
が
限
ら
れ
て
い

る
中
で
下
農
の
O
B
の
方
々
、

引
退
さ
れ
た
三
年
生
が
稽
古
に

来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の

時
に
、
こ
ん
な
に
も
私
の
こ
と

や
下
農
の
こ
と
を
応
援
し
て
く

れ
る
方
々
が
た
く
さ
ん
い
る
の

だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
大
会
当

日
、
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
み

ん
な
の
思
い
に
感
謝
し
、
会
場

に
立
ち
ま
し
た
。
今
ま
で
感
じ

た
こ
と
の
な
い
緊
張
感
に
包
ま

れ
た
中
、「
試
合
開
始
」
と
い

う
号
令
が
か
か
り
ま
し
た
。
今

ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
、
私
が

こ
の
会
場
に
立
つ
た
め
に
か
け

て
き
た
全
て
を
出
し
切
る
と
決

め
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
見
事
一
回
戦
目
を
突
破

す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
そ
こ
で
気
持

ち
を
浮
つ
か
せ
る
こ
と
な
く
、

二
回
戦
目
に
臨
み
ま
し
た
。
一

本
取
ら
れ
て
一
本
取
り
返
す
と

い
う
形
で
延
長
戦
に
入
り
ま
し

た
。
一
本
と
れ
ば
勝
ち
、
取
ら

れ
れ
ば
負
け
る
と
い
う
状
況
で

私
の
弱
さ
が
で
て
し
ま
い
二
回

戦
敗
退
と
い
う
結
果
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
大
会

で
私
は
、
自
分
の
力
が
上
位
の

大
会
で
も
通
用
す
る
と
い
う
こ

と
、
寸
前
で
負
け
て
し
ま
う
と

い
う
悔
し
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
で
終
わ

ら
せ
ず
、
今
も
支
え
て
く
れ
て

い
る
先
生
方
、
保
護
者
の
方
々

や
先
輩
方
、
O
B
の
方
々
、
そ

し
て
剣
道
班
の
み
ん
な
に
感
謝

を
し
、
日
々
の
稽
古
に
励
み
、

結
果
で
恩
を
返
せ
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。
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農
業
鑑
定
競
技
会
に
出
場
し
て

食
品
化
学
科
三
年
　
伊
藤
　
静
流

全
国
産
業
教
育
フ
ェ
ア
青
森
県
大
会
に
出
場
し
て

園
芸
ク
リ
エ
イ
ト
科
二
年
　
敦
賀
　
美
月

牛
と
私
た
ち
の
物
語

農
業
機
械
科
三
年
　
清
　
　
強
志

　
私
は
六
月
に
行
わ
れ
た
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
県
大
会

で
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル

と
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
の
二
つ
の

作
品
を
作
り
ま
し
た
。
特
に
力

を
入
れ
た
の
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

ス
タ
イ
ル
で
す
。
今
年
は
、
ト

ラ
イ
ア
ン
ギ
ュ
ラ
ー
と
い
う
形

で
し
た
。
花
の
配
置
が
難
し

か
っ
た
り
オ
ア
シ
ス
が
グ
リ
ー

ン
で
隠
せ
て
な
か
っ
た
り
と
、

何
回
も
失
敗
を
し
て
き
ま
し

た
。
で
す
が
本
番
で
は
、
自
分

の
中
で
一
番
い
い
作
品
に
な
り

ま
し
た
。
何
回
も
練
習
し
た
甲

斐
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
を
い
た

　「
信
州
の
牛
を
全
国
の
人
に

も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
！
」

　
私
は
こ
の
想
い
を
胸
に
畜
産

部
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
今
回
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
に
出
場
す
る
こ

　
私
は
今
年
、
福
井
県
で
行
わ

れ
た
第
七
十
三
回
日
本
学
校
農

業
ク
ラ
ブ
北
陸
大
会
農
業
鑑
定

競
技
会
、
食
品
の
部
に
出
場
し

ま
し
た
。
私
に
は
、
一
年
生
の

こ
ろ
か
ら
決
め
て
い
た
目
標
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
卒
業

ま
で
に
農
業
鑑
定
の
全
国
大
会

に
行
き
、
入
賞
す
る
こ
と
で
し

た
。
二
年
生
の
時
、
全
国
大
会

へ
の
出
場
は
惜
し
く
も
叶
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
悔
し
さ

を
バ
ネ
に
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で

あ
る
今
回
こ
そ
必
ず
全
国
大
会

に
出
場
し
た
い
と
思
い
勉
強
を

頑
張
り
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐

あ
っ
て
私
は
全
国
大
会
に
出
場

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
出
場
が
決
ま
っ
て
一
安
心
し

た
も
の
の
、
先
生
か
ら
出
題
範

囲
を
渡
さ
れ
た
と
き
は
あ
ま
り

の
広
さ
に
心
が
折
れ
そ
う
に
な

り
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
出
場
で

き
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
に
は

だ
き
、
全
国
大
会
へ
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
十
月
に
行
わ
れ
た
全
国
大
会

は
、
県
大
会
と
は
違
い
、
決
め

ら
れ
た
花
材
を
使
用
し
、
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
作
品
を
作
り
ま
し

と
が
で
き
、
農
業
に
携
わ
る
高

校
生
と
し
て
と
て
も
誇
り
に
思

い
ま
し
た
。
ま
た
、
私
は
こ
の

大
会
で
自
分
た
ち
が
育
て
て
き

た
牛
を
全
国
に
知
っ
て
も
ら
え

る
良
い
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
は
な

絶
対
に
賞
状
を
持
っ
て
帰
り
た

い
と
覚
悟
を
決
め
て
、
勉
強
に

励
み
ま
し
た
。
三
年
生
の
夏
休

み
は
す
べ
て
勉
強
に
費
や
し
ま

し
た
。

　
た
く
さ
ん
勉
強
を
し
て
、
い

よ
い
よ
大
会
当
日
に
な
り
ま
し

た
。
競
技
が
始
ま
る
と
二
十
秒

が
と
て
も
短
く
感
じ
ま
し
た
。

き
ち
ん
と
勉
強
し
て
い
た
は
ず

な
の
に
緊
張
で
頭
が
真
っ
白
に

な
っ
て
解
け
な
か
っ
た
問
題
も

あ
り
ま
し
た
。
競
技
が
終
わ
っ

た
後
あ
ま
り
に
も
手
ご
た
え
が

な
く
、
正
直
、
優
秀
賞
は
取
れ

な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
で
す

が
次
の
日
の
朝
、
優
秀
賞
を
取

れ
た
と
知
り
、
と
て
も
驚
い
た

と
同
時
に
安
心
し
ま
し
た
。
周

り
の
皆
さ
ん
の
支
え
な
し
で
は

取
れ
な
か
っ
た
優
秀
賞
。
支
え

て
く
れ
た
方
へ
の
感
謝
を
忘
れ

ず
に
こ
の
経
験
を
一
生
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
勉
強
は
と
て
も
大
変
で
し
た

が
先
生
が
言
っ
て
い
た
通
り
よ
い

経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
優

し
く
し
て
く
れ
た
先
輩
方
や
支
え

て
く
れ
た
先
生
方
に
感
謝
し
た
い

で
す
。

い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
県
の
予
選
を
突
破
す
る

た
め
に
、
日
々
の
活
動
に
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
毎

日
欠
か
さ
ず
、
散
歩
や
ブ
ラ
シ

が
け
、
シ
ャ
ン
プ
ー
を
使
っ
て

毛
並
み
を
整
え
る
な
ど
、
牛
と

触
れ
あ
う
中
で
意
思
疎
通
を
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
も

あ
っ
て
私
た
ち
は
予
選
会
を
突

破
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
私
は

「
こ
の
牛
と
な
ら
全
国
に
行
け

る
！
」
と
自
信
が
湧
い
て
き
ま

し
た
。
全
国
の
舞
台
は
鹿
児
島

県
。
各
県
の
牛
た
ち
も
、
高
い

レ
ベ
ル
で
大
会
に
臨
ん
で
く
る

と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

日
々
の
活
動
に
よ
り
力
を
い
れ

ま
し
た
。
私
た
ち
の
牛
は
体
高

（
人
間
で
い
え
ば
身
長
）
が
審

査
基
準
ギ
リ
ギ
リ
で
、
少
し
不

安
が
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、

私
た
ち
の
牛
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
は
完
璧
だ
っ
た
の
で
、
あ
と

は
自
信
を
持
っ
て
大
会
に
臨
む

だ
け
で
し
た
。

　
大
会
当
日
、
全
国
の
レ
ベ
ル

の
違
い
に
驚
き
ま
し
た
。
ど
の
県

の
牛
も
大
き
く
、
私
た
ち
の
牛
に

な
い
も
の
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
で

す
が
、
私
は
あ
ま
り
緊
張
せ
ず

に
本
番
の
会
場
に
立
つ
こ
と
が
出

来
、
他
の
牛
に
負
け
な
い
よ
う
に

堂
々
と
挑
み
ま
し
た
。

　
結
果
は
自
分
た
ち
の
望
ん
だ

も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と

は
無
駄
に
は
な
っ
て
い
な
い
と

思
い
ま
す
。
多
く
の
人
に
応
援

を
し
て
も
ら
い
、
こ
の
よ
う
な

経
験
が
出
来
た
事
を
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会

農
業
鑑
定
競
技
に
出
場
し
て

ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
科
二
年
　
宮
本
　
結
花

の
活
躍

の
活
躍

学
芸
班

専
門
研
究
班

学
芸
班

専
門
研
究
班

　
私
は
福
井
県
で
開
催
さ
れ
た

全
国
農
業
ク
ラ
ブ
大
会
北
陸
大

会
農
業
鑑
定
生
活
の
部
に
出
場

し
ま
し
た
。
出
場
の
話
を
も
ら
っ

た
と
き
は
と
て
も
不
安
で
出
場
し

よ
う
か
悩
み
ま
し
た
が
、
先
生
に

相
談
す
る
と
誰
で
も
行
け
る
わ
け

で
は
な
い
し
、
今
ま
で
参
加
し
た

先
輩
た
ち
は
よ
い
経
験
に
な
っ
た

と
言
っ
て
い
た
と
い
う
事
を
教
え

て
い
た
だ
き
、
出
場
す
る
こ
と
を

決
意
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
出
題
範
囲
は
学
校
で

の
農
業
鑑
定
よ
り
も
何
倍
も
あ

り
、
学
校
の
よ
う
に
資
料
は
な
い

の
で
ま
ず
は
資
料
作
り
か
ら
始
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

途
中
、
何
度
も
や
め
た
い
と
思
い

ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
先
生
方

に
支
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
そ
れ

を
無
駄
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
と
思
い
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
大
会
当
日
は
控
室
で
自
分
の

順
番
が
来
る
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
勉

強
を
し
て
い
ま
し
た
。
会
場
の
ブ

ザ
ー
が
控
室
に
ま
で
聞
こ
え
て
く

る
の
で
緊
張
し
ま
し
た
が
本
番
は

思
っ
て
い
た
よ
り
も
落
ち
着
い
て

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
次
の
日
、

先
生
に
入
賞
し
た
と
聞
い
た
と
き

は
ま
さ
か
自
分
が
入
賞
で
き
る
と

は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
驚
き
ま

し
た
が
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。

　
最
初
は
出
場
す
る
か
悩
ん
で

い
ま
し
た
が
、
先
輩
方
は
み
ん
な

優
し
く
し
て
く
れ
三
日
間
と
て
も

が
と
て
も
長
く
感
じ
ま
し
た
。

結
果
は
組
で
三
着
、
全
体
で

十
一
位
、
決
勝
に
進
む
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
の

思
い
通
り
の
走
り
が
で
き
ず
、

記
録
も
あ
ま
り
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
結
果
は
残
念
だ
っ

た
け
れ
ど
、
大
き
な
舞
台
で
走

る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
良
い

経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
今
回
の
大
会
で
自
分
の
走

り
の
課
題
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
今
後
の
練
習
に
生

か
し
て
い
き
た
い
で
す
。
次
の

大
き
な
大
会
は
南
信
総
体
で

す
。
北
信
越
総
体
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
ま
で
行
け
る
よ
う
に
、
課

題
で
あ
る
部
分
を
直
し
、
冬
季

練
習
を
頑
張
っ
て
い
つ
も
教
え

て
く
れ
る
コ
ー
チ
や
支
え
て
く

れ
て
い
る
家
族
、
顧
問
の
先
生

方
に
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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農
業
ク
ラ
ブ
北
信
越
大
会

国
　
際
　
教
　
育

農
業
ク
ラ
ブ
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
出
場
し
て

園
芸
ク
リ
エ
イ
ト
科
二
年
　
久
下
　
莉
奈

新
た
な
挑
戦ア

グ
リ
サ
ー
ビ
ス
科
三
年
　
田
見
　
雅
也

全
国
産
業
フ
ェ
ア
青
森
大
会
に
参
加
し
て

園
芸
ク
リ
エ
イ
ト
科
三
年
　
中
田
　
優
真

　
一
年
生
の
こ
ろ
か
ら
大
会
準

備
を
手
伝
い
実
際
に
参
加
は
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
私
に

と
っ
て
初
め
て
の
県
大
会
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
、
初
め
て
農

業
ク
ラ
ブ
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
、

嬉
し
い
気
持
ち
の
反
面
本
当
に

大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
不
安
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。
夏
休
み
に
入
る

と
ほ
ぼ
毎
日
パ
ソ
コ
ン
と
向
き

合
い
活
動
記
録
簿
づ
く
り
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
も
同
時
進
行
で

作
成
す
る
と
い
う
精
神
的
に
も

肉
体
的
に
も
全
員
疲
労
が
見
ら

れ
る
毎
日
で
し
た
。
け
れ
ど
、

　
下
伊
那
農
業
高
校
に
入
学

し
、
初
め
て
の
収
穫
祭
で
英
語

弁
論
大
会
と
い
う
も
の
を
知
り

ま
し
た
。
長
野
県
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
発
表
を
聴
き
、
約

五
分
間
長
い
英
文
を
何
も
見
ず

に
話
す
姿
に
驚
き
ま
し
た
。
ま

た
下
農
が
こ
こ
数
年
間
、
県
大

会
を
優
勝
し
続
け
て
い
る
事
も

知
り
ま
し
た
。
翌
年
の
収
穫
祭

で
も
長
野
県
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
発
表
を
聴
き
ま
し
た
。

私
は
当
時
、「
来
年
は
誰
が
や

る
の
だ
ろ
う
。
大
変
そ
う
だ

な
。」
と
し
か
思
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
　

　
三
年
生
に
な
り
四
月
中
旬
、

英
語
科
の
教
科
担
任
で
イ
ン

タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
の
顧
問
で

も
あ
る
先
生
に
声
を
か
け
ら

れ
、「
英
語
弁
論
大
会
に
出
て

み
な
い
か
。」
と
話
を
も
ち
か

け
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
自
分
で

大
丈
夫
な
の
か
と
不
安
も
あ
り

ま
し
た
が
、
将
来
の
夢
が
英
語

教
師
で
あ
り
英
語
も
好
き
だ
っ

た
た
め
挑
戦
す
る
こ
と
を
決
め

　
私
は
今
年
、
青
森
県
で
行
わ
れ

た
全
国
産
業
教
育
フ
ェ
ア
に
出
場
し

ま
し
た
。
去
年
は
リ
モ
ー
ト
で
の
開

催
で
し
た
が
、
今
年
は
実
際
に
足

を
運
ん
で
参
加
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
今
年
は
『
縄
文
の
風
』
が
テ
ー

マ
で
し
た
が
、
縄
文
に
な
じ
み
が

な
か
っ
た
こ
と
や
支
給
さ
れ
る

花
材
に
つ
い
て
細
か
く
発
表
さ

れ
な
か
っ
た
の
で
色
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
曖
昧
な

ま
ま
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
時

間
を
か
け
て
デ
ザ
イ
ン
を
考
え

て
い
き
ま
し
た
が
、
思
う
よ
う

信
州
黄
金
シ
ャ
モ
の
認
知
度
や

飼
育
舎
を
増
や
す
た
め
に
私
た

ち
が
一
年
間
行
っ
て
き
た
こ
と

や
、
過
去
の
先
輩
た
ち
が
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
を
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

本
番
の
日
ま
で
準
備
や
練
習
を

頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
初
日
は

リ
ハ
ー
サ
ル
や
直
し
、
練
習
を

ひ
た
す
ら
行
っ
て
い
ま
し
た
。

二
日
目
の
朝
早
く
に
海
に
行
き

今
日
の
目
標
を
叫
ん
だ
り
、
か

け
っ
こ
を
し
て
朝
か
ら
い
い
景

色
が
見
ら
れ
最
高
の
気
分
で
大

会
に
臨
み
ま
し
た
。
大
会
が
始

ま
り
他
校
の
生
徒
が
発
表
す
る

ま
し
た
。
顧
問
の
先
生
と
文
を

作
り
、
翻
訳
し
、
添
削
を
し
て

も
ら
い
な
が
ら
準
備
を
し
ま
し

た
。
文
章
が
で
き
て
か
ら
は
毎

日
家
で
読
む
練
習
を
行
い
、
週

二
回
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
と
練
習
を

行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
迎
え
た

当
日
。
途
中
で
間
違
え
つ
つ
も

な
ん
と
か
時
間
内
に
終
え
ま
し

た
。
悔
し
さ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
表
彰
式
で
名
前
を
呼
ば
れ

安
堵
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
か
ら
も
祝
福
を
受
け
、
得
ら

れ
た
達
成
感
は
今
で
も
忘
れ
ま

せ
ん
。
今
回
の
大
会
で
英
語
力

も
向
上
し
自
信
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
な
る
壁
に

ぶ
つ
か
っ
て
も
こ
の
経
験
を
活

か
し
粘
り
強
く
続
け
、
成
長
に

繋
げ
た
い
で
す
。

に
具
現
化
で
き
ず
苦
労
し
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
先
生
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
一
緒
に
頑
張
っ
て
き
た

班
員
の
協
力
も
あ
り
、
な
ん
と
か

た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
、『
縄

文
の
風
』
で
し
た
。
本
番
一
ヶ

月
前
に
、
花
材
の
発
表
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
花
材
を
ど
う
活

か
す
か
を
考
え
た
り
し
な
が
ら

練
習
を
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
。

一
ヶ
月
が
あ
っ
と
い
う
間
に
た

ち
、
本
番
、
会
場
に
入
る
と
、

県
大
会
と
雰
囲
気
が
全
く
違
い

ま
し
た
。
全
国
大
会
は
競
技
人

数
も
多
く
一
般
公
開
も
し
て
い

た
た
め
、
と
て
も
緊
張
は
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
た
く
さ
ん
練

習
し
た
こ
と
を
無
駄
に
し
な
い

た
め
全
力
で
取
り
組
み
ま
し

た
。
作
品
の
製
作
が
終
わ
り
、

他
の
競
技
者
の
作
品
を
見
て
み

る
と
、
ど
の
作
品
も
レ
ベ
ル
が

高
く
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
籠

を
切
っ
て
使
う
な
ど
、
私
が
発

想
も
し
て
い
な
か
っ
た
様
々
な

ア
イ
デ
ィ
ア
が
作
品
に
使
わ
れ

て
い
て
凄
か
っ
た
で
す
。
思
う

よ
う
な
結
果
を
出
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
他
の
競

技
者
の
作
品
や
ア
イ
デ
ィ
ア
か

ら
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
挑
戦
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
大
会
に
出
る
に
あ
た
っ
て
支

え
て
く
れ
た
先
生
や
仲
間
、
家

族
の
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

の
を
聞
い
て
い
る
と
ど
こ
も
面

白
く
興
味
深
さ
が
そ
そ
ら
れ
る

も
の
ば
か
り
で
し
た
。
い
ざ
と

な
る
と
緊
張
し
て
手
が
震
え
て

き
ま
し
た
。
い
つ
も
通
り
と
言

い
聞
か
せ
気
持
ち
を
落
ち
着
か

せ
て
い
る
間
に
発
表
が
始
ま
り

集
中
し
て
い
た
せ
い
か
す
ぐ
に

終
わ
っ
て
し
ま
い
体
感
で
は
五

分
も
た
っ
て
い
な
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。
結
果
と
し
て
全
国
大

会
に
は
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
が

す
べ
て
を
出
し
切
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
後
悔
は
な
い
で
す
。

貴
重
な
体
験
が
で
き
と
て
も
よ

い
二
日
間
で
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
を
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
練
習
で
は
苦
労
す

る
こ
と
や
辛
い
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
み
ん
な
で
意
見
を
出
し

合
っ
て
試
行
錯
誤
し
て
い
る
時

間
は
と
て
も
充
実
し
て
い
て
楽

し
か
っ
た
で
す
。

　
良
い
成
績
を
残
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
決
し
て
手
を

抜
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
こ

の
結
果
が
自
分
の
実
力
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
今
回
の
大
会
で

私
が
一
番
大
事
に
し
て
い
き
た

い
こ
と
は
、
あ
の
場
に
立
つ
こ
と

が
で
き
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら

先
、
絶
対
に
体
験
で
き
な
い
よ
う

な
貴
重
な
も
の
で
し
た
。
こ
の
体

験
が
で
き
た
こ
と
は
、
自
分
の
努

力
が
実
を
結
ん
だ
か
ら
で
も
あ

り
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
周
り
の

人
た
ち
や
先
生
の
お
か
げ
で
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
会
に
向
け

て
同
窓
生
の
方
々
か
ら
お
花
を

提
供
し
て
頂
く
な
ど
た
く
さ
ん

の
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
支
え
て
く
だ
さ
る
存
在
が
あ

る
か
ら
こ
そ
の
経
験
だ
と
感
じ

ま
す
。
改
め
て
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。



第８７号 令和５年２月９日　（8）稲　　　丘　　　時　　　報

日
頃
よ
り
本
校
同
窓
会
活
動

に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
度
、
稲
丘

時
報
八
十
七
号
を
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
原
稿
依
頼
を
快
諾
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
昨
年
は
「
生
徒
自
ら
環
境

整
備
事
業
」
に
よ
り
お
茶
室
の
周

囲
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。（
H
P
掲
載
）
生
徒
の
学

習
環
境
や
、
学
習
に
大
い
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

東
京
支
会
は
全
員
の
把
握
に
大

変
御
苦
労
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
十
九
号
稲
丘
時
報
を
御
覧

に
な
っ
て
、
東
京
に
同
窓
生
が
お
ら

れ
、
連
絡
が
つ
く
方
は
、
御
本
人
に

連
絡
し
て
い
た
だ
き
、
御
本
人
か
ら

事
務
局
へ
連
絡
し
て
い
た
だ
く
よ

う
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

諸
事
情
（
改
姓
・
転
居
な
ど
）

に
よ
る
個
人
情
報
の
変
更
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
正
確
を
期
す
る
た
め
、

左
記
の
連
絡
内
容
を
ご
記
入
い
た

だ
き
、
①
F
A
X
②
郵
便
③
メ
ー

ル
を
お
願
い
た
し
ま
す
。（
電
話
で

の
連
絡
は
さ
け
て
く
だ
さ
い
）

①
F
A
X

　

〇
二
六
五
（
五
三
）
〇
三
三
九

②
郵
便
　
〒
三
九
五
︱
〇
八
〇
四

長

野

県

飯

田

市

鼎

名

古

熊

二
三
六
六
︱
四

長
野
県
下
伊
那
農
業

高
等
学
校
同
窓
会
事
務
局

③
メ
ー
ル
　

sim
ono02@

m
.nagano-c.ed.jp

＜

連
絡
内
容＞

①
連
絡
者
の
氏
名
、卒
業
年
（
大
正
・

昭
和
・
平
成
・
令
和
）、
ク
ラ
ス

②
新
姓
、
在
学
時
姓
名
、
郵
便
番

号
、
現
住
所
、
電
話
番
号

＜

物
故
者
の
連
絡
内
容＞

①
連
絡
者
の
氏
名
、
続
柄
（
家
族
・

役
員
、
同
級
生
・
友
人
）

②
連
絡
者
の
郵
便
番
号
、
住
所
、

電
話
番
号

③
物
故
者
の
新
姓
、
在
学
時
の
姓

名
、
物
故
者
の
卒
業
年
（
不
明

な
場
合
は
住
所
・
生
年
月
日
な

ど
）

④
去
年
月
日

※
連
絡
内
容
に
不
備
が
あ
る
場
合

は
、
生
存
者
の
ま
ま
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

編 

集 

後 

記

個
人
情
報
の
変
更
に

つ
い
て
の
お
願
い

御
協
力
の
お
願
い

進路状況

令
和
四
年
度
（
令
和
五
年
三
月
卒
業
予
定
）

現
三
年
生
の
進
路
状
況 

進
路
指
導
部
長
　
北
　
原
　
　
　
智

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
度
も

様
々
な
方
面
に
て
本
校
の
進
路

活
動
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

さ
て
、
本
年
度
も
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
の
進
学
・
就
職
活
動

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

状
況
に
な
っ
て
三
年
目
に
な
る

こ
と
も
あ
り
、
上
級
学
校
・
企

業
、
そ
し
て
受
験
生
自
身
も
情

報
の
収
集
方
法
が
様
々
あ
る
こ

と
を
理
解
し
て
活
動
す
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
と
理
解
し
て
お

り
ま
す
。
進
学
・
就
職
と
も
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
説
明
会
や
試
験

の
実
施
も
あ
り
ま
し
た
が
、
多

く
は
対
面
で
の
実
施
と
な
り
ま

し
た
。
実
際
に
現
地
を
見
た
り

聞
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
よ
り

上
級
学
校
や
企
業
へ
の
理
解
が

深
ま
り
、
試
験
で
は
本
校
生
徒

の
良
さ
を
発
揮
で
き
た
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
就
職
状
況
に
つ
い
て

目
を
向
け
て
み
る
と
、
現
三
年

�進学  四年制大学
東京農業（地域環境）、愛知学泉（家政）、至学館
（こども健康）松本（人間健康3／教育）、岐阜
女子（家政3）、松本歯科（歯学）、京都先端科学
（バイオ環境）
短期大学
岐阜市立女子（健康栄養）、愛知学泉（生活デザ
イン総合）、愛知みずほ（短期）、飯田（看護3／
生活科学7／幼児教育4）、上田女子（総合文
化）、大垣女子（デザイン美／音楽総合2）、大手
前（医療事務総合）、修文大学（短期）中部学院
（短期2）鶴見（短期）、平成医療短期（リハビリ
テーション）
大学校
長野県農業（総合農学／畜産実科2）
専修学校
AFLOAT、あいち造形デザイン、愛知調理
（4）、飯田コアカレッジ（3）、大原スポーツ公
務員、大原簿記情報ビジネス医療、亀田医療技
術、国際医学技術、国際音楽・ダンス・エンター
テインメント、佐久総合病院看護、信州リハビ
リテーション、諏訪赤十字看護、名古屋ビジュ
アルアーツ、中日美容（3）東京スクールオブ
ミュージック、東京動物、長野県飯田技術専門
校（3）長野県南信工科短期大学校、ナゴノ福
祉歯科医療、名古屋ウェディング＆フラワー ･
ビューティー学院（3）名古屋綜合美容、名古屋
デザイナー学院、名古屋農業園芸・食テクノロ
ジー（2）、名古屋ビューティアート、名古屋ユ
マニテク調理製菓、日本工学院八王子、原宿ベ
ルエポック美容、ホンダテクニカルカレッジ
関東、松本理容美容、名鉄自動車、米田柔整、愛

知調理（2）
�
就職 �
公務員
飯田市役所、長野県警察
民間【管内】
昼神温泉グランドホテル「天心」、KOA七
久里の杜（7）、NSKマイクロプレシジョン
（3）、TDKエレクトロニクスファクトリー
ズ（2）、アジア電子工業、アルフレッサ、クロ
ダ精機、コーケンフード＆フレーバー伊那工
場、コンテックナガイ、シチズン時計マニュ
ファクチャリング飯田殿岡工場（2）、みなみ
信州農業協同組合、リンクステックYGA、
METALSMITH、コシブ精密（2）、コバック
ス、しなの工業、ジョイフルテン、トマツ本店、
マツザワ、佳芳みつ蜂、乾光精機製作所、戸田
屋、セイコーアドバンス飯田支店、ちさと東、
共栄ダンボール、佐川急便、三菱電機中津川製
作所、小林製袋産業（2）、信南交通、中部フォレ
スト、津具屋製菓（2）、天恵製菓（3）、南信州菓
子工房、日本郵便株式会社大島郵便局、日本郵
便株式会社信越支社（郵便物流部門）、飯田精
密、ホテル恵山、北原土木（2）
【県内】
カンロ松本工場、クマガイメッシュ、グランベ
ルホテル、日邦バルブ、中央アルプスリゾート
【県外】
トヨタ自動車、東海旅客鉄道東海鉄道事業本
部

生
の
四
割
強
が
就
職
を
希
望

し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
一
次
の

試
験
で
内
定
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
内
定
者
の

八
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
飯
田
下

伊
那
管
内
の
企
業
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
職
種
は
様
々
で
す

が
、
昨
年
度
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
食
品
系
へ
の
就
職
を
は
じ
め

と
し
て
、
下
農
で
の
学
習
を
活

か
し
た
就
職
が
目
立
ち
ま
し

た
。
公
務
員
内
定
者
は
昨
年
と

比
べ
る
と
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
本
年
度
も
飯
田
市
役
所
を

は
じ
め
難
関
を
突
破
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

続
い
て
進
学
に
目
を
向
け

て
み
る
と
、
本
年
度
は
国
公
立

四
年
制
大
学
へ
の
進
学
こ
そ
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
農
業
系

を
は
じ
め
と
し
た
下
農
の
学
科

特
性
に
合
っ
た
進
学
も
あ
り
ま

し
た
。
昨
年
と
比
べ
る
と
大
学

進
学
者
の
割
合
は
減
少
し
て
お

り
ま
す
。
短
大
・
専
修
学
校
等

の
進
学
を
見
る
と
、
昨
年
同
様

地
元
へ
の
進
学
が
顕
著
で
す
。

飯
田
下
伊
那
以
外
で
は
松
本
方

面
や
中
京
圏
へ
の
進
学
が
目
立

つ
の
も
例
年
通
り
の
傾
向
と
い

え
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
下
農
生

の
今
後
の
活
躍
を
祈
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。
様
々
な
場
面
で
同
窓

生
の
皆
様
に
は
ご
助
力
を
仰
ぐ

こ
と
と
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

令和３年度 卒業生 進路状況(令和４年３月卒業予定者)　2022/1/18現在

卒業予定数

男子　72人

女子　73人

合計  145人

学年
合計

Ａ B C D

アグリ
サービス

農業
機械

園　芸
クリエイト

食品
化学

場所・
種類

人数 比率
男
女
計

就職希望

男子　24人
女子　20人
小計　44人

比率 30%

管 内 31 21.4%
男
女

県 内 3 2.1%
男
女

県 外 3 2.1%
男
女

公 務 員 7 4.8%
男
女

自 営 0 0%
男
女

進学希望

男子　47人
女子　47人
小計　94人

比率 65%

四 年 制
大 学

16 11.0%
男
女

短期大学 24 16.6%
男
女

県農大等 4 2.8%
男
女

専 修 学
校 等

50 34.5%
男
女

未定 　7人
比率 　 5% 家 居 7 4.8%

男
女

令和４年度 ３学年 進路状況(令和５年３月卒業予定者)　2023/1/4現在

卒業予定数

男子　69人

女子　86人

合計  155人

学年
合計

Ａ B C D

アグリ
サービス

農業
機械

園　芸
クリエイト

食品
化学

場所・
種類

人数 比率
男
女
計

就職希望

男子　36人
女子　27人
小計　63人

比率 40.6%

管 内 54 34.8%
男
女

県 内 5 3.2%
男
女

県 外 2 1.3%
男
女

公 務 員 2 1.3%
男
女

自 営 0 0.0%
男
女

進学希望

男子　32人
女子　56人
小計　88人

比率 56.8%

四 年 制
大 学

13 8.4%
男
女

短期大学 27 17.4%
男
女

県農大等 3 1.9%
男
女

専 修 学
校 等

45 29.0%
男
女

未定 　4人
比率  2.6% 未 定 4 2.6%

男
女

72 12 37 12 11
73 26 0 24 23
145 38 37 36 34
17 1 14 0 2
14 3 0 7 4
1 0 1 0 0
2 0 0 0 2
0 0 0 0 0
3 0 0 1 2
6 1 4 1 0
1 0 0 1 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
12 2 3 5 2
4 2 0 1 1
1 0 1 0 0
23 10 0 7 6
4 1 0 3 0
0 0 0 0 0
30 7 13 3 7
20 10 0 4 6
1 0 1 0 0
6 1 0 3 2

69 7 39 9 14
86 33 0 29 24
155 40 39 38 38
30 1 22 4 3
24 9 0 10 5
4 0 0 1 3
1 0 0 1 0
2 1 1 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
2 1 0 0 1
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
5 2 0 1 2
8 4 0 1 3
5 2 1 0 2
22 9 0 5 8
1 1 0 0 0
2 2 0 0 0
21 0 15 2 4
24 7 0 10 7
1 0 0 1 0
3 1 0 2 0


